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本稿の目的は, 運動中における 「内的フイー ドバツクのもたらす情報によって描く身体の動きの像」 と 「実際の身体の
動き」 の誤差を認知する 「誤差検出能力」 を高めることで, 倒立技能の習得, 習熟をめざす指導法を仮説的に作成するこ
とである。
すなわち, 内的フイー ドバツクに着目した先行研究の知見から, 「誤差検出能力」 を高める手段と して 「線画」 に筋や
関節からの情報を言葉や記号によって付加した 「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を考案するとともに, 「内的フイー 
ドバツクに基づく線画」 を用いた指導法の観点および具体的視点を考察することで指導法の枠組みを捉えた。 そして, 著
者ら自身が学習者となり, 倒立の技能習得過程における運動表象及び技能の変化, また, その都度感じる 「内的フイー ド
バツクがもたらす情報」 を記録し, いつ, どのような 「線画」 を描かせることが有効なのかを検討し, 倒立を対象にした
「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を用いた指導法を作成した。 
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た。」 「わかった。」 「前より上手になれた。」 などの達成
感を味わう ことで, 肯定的自己概念が育まれるとされる
(杉原, 1989)。 この肯定的自己概念の生起は, 活動意欲
を喚起し, 運動に親しむ資質や能力の伸長および 「生き




杉原 (2003) は, 運動技能は 「認知の段階」, 「定着の
段階」, 「自動化の段階」 を経て習熟していく とする。 す
なわち, 「運動をどのよう にするかはわかるよう になる
が, やってみるとうまく いかない, 課題となる運動の全
体像について理解する段階 (認知の段階)」 から, 「意図
した動きと実行された動きがズレる場合があるが, フイー 
ドバツクを繰り返すうちに自分の動きが次第に良く感じ
とれるよう になってく る段階(定着の段階)」, そして
「脳の中に運動プログラムが形成され, 意識して注意し
なく ても機械的 ・ 反射的に運動を遂行できるようになる
段階 ( 自動化の段階) 」 に至る過程を経て運動技能は習
熟していく ということである。 また, 中込ら (2012) は, 
「運動イ メ ージの正確性が低いと, 自分の思っている動
きと違う動きをしていても気づく ことができません。 運
動のイメ ージを現実の運動と一致させていく ことが, 運
動がうまく なっていく過程であると言っても過言ではあ
りません。 熟練者の方が運動イメージの正確性が高いと









けるよう になることで 「運動中の身体の動きの像」 と
「実際の身体の動き」 との誤差を認識できるようになる
段階を経て, その誤差を小さく し, 「運動中の身体の動
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きの像」 と 「実際の身体の動き」 を一致させていく過程








は, 「誤差検出能力」 を高めることで, 運動技能の習得, 
習熟をめざす指導法を仮説的に作成することを日的とす
る。 そのために, まず, 先行研究を整理 ・ 検討すること
で 「誤差検出能力」 を高める手立てについて考察する。 
次に, その手立てを用いた指導法を作成する。 
11. 誤差検出能力を高める手立て
1 . 内的フイー ドバツクに着目した先行研究
表 1 は収集した先行研究を 「着目した内的フイー ドバツ
クの情報」 「対象時期」 「対象とした運動」 「研究成果」
の観点から整理したものである。
内的フイー ドバツク着目した先行研究は28件収集され, 



































1 ・ 学習初期には目に見える具体的な目標を設定して投げたり跳んだりする経験 







童の方が, オノマ トペを用いて運動のコツを表現するのに適してと考えられ 
る (三島, 2013)。 
前転 
側方倒立回転 1 ・ 小学校5 , 6 年生段階においても, 他者観察が自己観察力の形成に意義を持 っ ことや運動の習拿丸度の高まりに連れて自己観察が効果的に行われる (村田 
ら, 2006)。 
・ 運動学習に求められる知識とは, 単に運動の細部にわたる説明ができるとい 
うことではなく, 自己の内面的な動きの感じをつかんだ上で, それを具体的 
な言語によって対象化できることであると考えられる。 (村田ら, 2008)。 
・ 形態発生分析 ・ 促発処方分析方法によって, 10名中9名になんらかの動感化 









後方宙返り 2 ・学習者は自分の運動を把握するために観察する立場を臨機応変に変えている 
(周東, 1998)。 
・ 「理想像と実際の動きとのズレを欠点と して把握」 させる形式では不十分で 
あることが明らかになった(佐藤, 2001)。 
・ 運動指導においては学習者が動感と して共鳴できるような言葉あるいはイメー
ジを探していく 必要がある (戸倉, 2009)。 






















後方支持回転 2 ・後方支持回転の習熟段階を表す表象が明らかになった(田中, 1990)。 
・ 同一 の運動習熟段階での表象の量と内容には, 発達段階による差が存在した 




後方支持回転 1 ・ 表象は, 運動習熟に伴い量的には増加傾向を示したが, 表象内容は変容しな 
かった (田中, 1990)。 
・ 適切な運動イメージの形成は, 運動スキーマの発達とそれを調整するための 





・ 技能の基本的な要素を満たし, ひとまとまりの運動が実施できる段階で自己 
運動イメージを正確にしていく ことが技能を進歩させる上で重要であること 
が示唆された (鶴原1991 )。 
一輪車 1 ・ 学習段階によって運動感覚的印象の特徴的変化が存在する。 運動者が同じよ 
うな運動感覚に意識を向け, 類似した運動感覚印象を得ることで学習が成立 
していることが示唆されている(宮本ら, 2002)。 
・ 小学校では感じを強調する指導が, 中学校では高く, 力強< , 素早く という 
ような筋運動感覚を強調する指導が特徴的である。 また, 比喩を用いた指導 
は中 ・ 高校に多く, リズムを強調した指導は小学校に多いのが特徴といえる 
(兵頭, 1991)。 
・ 擬態語は発話される時の強弱や長さによって言葉の意味と しては伝達が難し 














対象化したものすべてを指すとする。 また, 指導者は, 
学習者の動感の感じを捉えた上で, 学習者の内部感覚に
訴え, 学習者と共有できる言葉, イメージを持つ必要が




のといえるであろう。 ここでいう 「動きの感じ」 は 「動
感」 ともいわれ, 金子 (2005) は 「 “動感” とは身体性
の中に息づいている “動いている感じ” 」 と述べている。 
佐野 (2017) は, 「 “動感” とは, “動きを支えている







本ら 2002) 」 「小学校では感じを強調する指導が, 中学













ほとんどである。 宮本ら(2002) は, 「運動者の内面に
生起した運動感覚的印象を言語化するには一定の自己観
察能力が必要であり, 小学校低学年以下では適切な表出
が困難とされている」 と述べており, 「内的フイー ドバツ
クがもたらす情報」 を手がかり した指導は, 児童期後期
から行う ことが可能と考えられる。
また, 対象とする運動は, いずれもの研究も器械運動, 
陸上運動 , 水泳などのクローズ ドスキルを対象にしたも





2 . 「誤差検出能力」 を高める手立ての検討
前述したように, 運動技能習得には 「誤差検出能力」
を高めることが重要であり, 「誤差検出能力」 を高める
には, 「内的フイー ドバツクがもたらす情報」 に着目す
ることが有効であると考えられた。
では, 「誤差検出能力」 を高めるには, 具体的にどの
よう な手立てが有効なのであろうか。
金子 (1996) は, 「動きを覚えるということは, 物理
的な理論で説明されるよりも, 人間特有な “動きの感じ”








じ” を意識し “動く感じ” を指導者に表示していく こと
が必要である」 と述べている。 さらに, 「指導者と学習
者が言葉や身振り, 絵や写真等を通して “動き方の感じ”











表 2 は, 先の表1に示す先行研究の内, 内的フイー ド
バツクのもたらす情報を伝え合う手立てついて論じた研
究を整理したものである。
表に示すよう に, 「内的フイー ドバツクがもたらす情
報」 を伝え合う手立ては, 「言葉によって伝える方法」, 
「直接的な身体接触によって伝える方法」, 「内部感覚を
表現している絵によって伝える方法」 に分けられた。 こ
の内 , 最も多くみられたのが 「言葉によって伝える方法」
であった。「言葉によって伝える方法」 は, 指導者が学
習者の動きを外から観察し, 学習者が感じと っている
「内的フイー ドバツクがもたらす情報」 を読み取る。 学
習者は自分が感じた 「内的フイー ドバツクがもたらす情




(2012) は, 「指導者が観察する外面と, 被験者が感じて
筒 井 茂 喜 吉 田 正 松 谷 昌 典
表 2 . 内的フィ ードバックを伝え合う手立て
伝え合う方法 件 数 
対象とする運動 




3 器械運動 マッ ト運動 
前転, 側方倒立回転 (村田ら, 2007) 
後転 (佐藤, 2005) 
2 陸上運動 短距離走 リレーにおける受け走者のスタート( 加藤, 2015) 
1 水泳 クロール平泳ぎ 
クロールの息継ぎ, 平泳ぎのキック動作 (村 
田ら, 2007) 
1 ボール運動 バレーボール オーバーハンドパス(足立, 2012) 
ト オ 
ペ ノ 
マ 1 器械運動 鉄棒運動 だるま回り (三島, 2013) 
身体接触 1 柔道 月一月し (太田ら, 2009) 
内部感覚を 
表現している絵 1 器械運動 トランポリン 後方宙返り(周東, 1998) 






体部位を, いつ, どの程度の力で, どの方向に, どのく
らいの時間, 動かすのかを学習者と指導者が直接身体を
接触し合うことで, 伝え合い, 共有化し, 学習者の新た
な動きを出現させていこう とするものである。 例えば, 
太田ら (2009) は, 柔道における 「崩し」 を対象に, 
「崩しのコツ」 を指導者と学習者が実際のかけ合いの中
で伝えていく指導法は, 言語や視覚による提示指導法で
は伝わらない力の強さ, 方向 , そのタイ ミ ングなど, い
わゆるコツを感得させることに有効であったことを報告
している。 しかし, このような指導者と学習者が直接組
み合うことで 「動きの感じ」 を伝える指導法は, 柔道の
よう な対人競技では有効と考えられるが, 陸上競技 , 水
泳などの直接的な身体接触を伴わない競技では活用しに
くいといえる。 また, この 「直接的な身体接触によって
伝える方法」 の一つに器械運動の指導においてよく用い















が 「動きの感じ」 を伝え合い, 共有化することで学習者
に新しい動きを生み出していこう とするものである。 こ
の 「動きを感じ」 を表す絵を森(2015) は, 「動感画」
と呼び, 学習者が感じる 「内的フイー ドバツクがもたら
す情報」 やそれによる 「頭の中に描く自分の体の動きの
像」 を読み取る手立ての一つと して提案している。
動感画とは, 図 1 に示すように, 人が動く感じ, すな
わち 「動感」 を示すよう に描かれた画である。 森
(2015) は, 「動感画は, 時間に関係なく動きの変化を追っ
て主要な局面をピックアップして描く ので, “動きの感












グに明け暮れる選手にと っては, むしろ “動感画” の方
がより効果的に動き方の感じやコツをつかむことができ
ることになります。」 とし, 「動感画」 の学習効果を述べ
ている。 また, この 「動感画」 は, 学習者が自ら描く
「自己動感画」 と指導者が描く 「他者動感画」 の2 つに
分けられている。 森は 「 “自己動感画” は, 運動前に描
く場合は, 学習自身がこれから挑戦しよう とする運動を






すく示すもの」 と述べている。 さらに, 「 “動感画” で








すべてを表現しきれない。 すなわち, 運動には, 「暗黙
知」 「手続き的知識」 などと呼ばれる言語化しにくい, 
または, 言語化できない知識が存在しているという こと
である。 そして, 指導者にと っては, この知識をいかに
学習者に伝え, 習得させていくのかが問われる。 森のい
う 「動感画」 とは, この言語化しにくい, または, でき
ない知識を学習者に伝えよう とする一つの手立てといえ
るであろう。
このよう に, 「動感画」 は, 言葉では伝えきれない





に比べ, 対人競技に限定されることなく, さらに, 指導
者の高度で専門的な知識と熟練した 助技術がそれ程必
要ではない汎用性の高い方法といえる。 そこで, 本稿で
は, この 「動感画」 に着目したい。
森 (2015) は 「動感画」 を描き方によって 「輪郭画」
と 「線画」 の2つに分けている。 図2 は, 跳馬 ・ 山下跳
びの連続局面を表した 「動感画」 における突き手後の空
中局面を表した 「輪郭画」 と 「線画」 である(森, 2015)。 
森は, 「 “輪郭画” は体の輪郭を線で囲むようにして描
いた絵一般的な画法であり, 運動の解説や一連の動きを
記録として保存するよう な場合によく用いられる。 “線
画” は, 体の輪郭を描かず1 本の線で体の動きを描写す
163 
る画法あり, 輪郭画より も動きの特徴や要点をわかりや





ながら, 描く には描画力が必要であり, 時間もかかる。
一方 , 「線画」 は1 本の線で運動の様子を表している
ため学習者が 「線画」 から体の輪郭となる筋肉を想像し
なければならない。 また, 線画から 「内的フイー ドバツ
クにもたらす情報」 を読み取る力も必要になる。 これは
技能の低い学習者にとっては難しいことと考えられる。 
また, ひねり動作など, 表現しにく い動きがある。
しかしながら, 線画から 「内的フイー ドバツクのもた
らす情報」 を読み取る力があるならば, 胸の反り を特に
強調して描かれているため僧帽筋中部と脊柱起立筋を締
めて胸を突き出す必要があるという情報がわかりやすく
伝わってく ると考えられる。 また, 線画の方が輪郭画よ









が考えられたが, 松田ら (2016) は中学 1 年生を対象に
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ように, 技能の低い生徒, すなわち 「内的フイー ドバツ
クのもたらす情報」 によって運動中の自分の体の動きが
像として十分に描く ことができない生徒, 「誤差検出能
力」 の低い生徒は内部感覚を的確に表した 「線画」 を描









か, また, 指導者は, 学習者に 「動きの感じ」 を伝える
ことができるのではないかと考えた。
本研究では, このような 「線画」 に筋や関節からの情
報を言葉や記号によって付加したものを 「内的フイー ド
バツクに基づく線画」 と呼ぶこととする。
図 3 に示すのは, 著者らが想定した学習者が描いた
「内的フイー ドバツクに基づく線画」 とそれを受けて指
導者の示す 「線画」 である。 学習者が描く 「内的フイー 
ドバツクに基づく線画」 には, 手の指先, 手首, 肩峰, 
大転子, 外果, 足のつま先の各部位を記号の0 で描かせ
るとともに, 意識した部位がどこで, それをどのように
しよう と したのか, そのためにどこの筋肉をどの程度, 
どのく らいの時間, 動かそう と したのかなどの情報を付
加させる。 指導者は, 学習者の描いた線画に実際の身体





















































A. 学習者が描く 線画 B. 指導者が提示する線画




描いた像」 と 「実際の身体の動き」 の誤差を認識させる。 
また, その 「線画」 と 「実際の体の動き」 から学習者の
「誤差検出能力」 および学習者の内部感覚の高まり を把
握し, 次にめざす身体の動かし方, そのために身体部位
のどこを意識し, どこの筋肉を, どのよう に, どの程度, 
どの方向に動かすかなどを 「線画」 を用いて指導する。 
すなわち, 「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を用い
た指導によって, 学習者は, 運動中の自分自身の身体の
動きをどの程度, 像と して描けているのかがわかる。 ま
た, 学習者の描いた身体の像に, 指導者が 「実際の体の





加え, 指導者の示す 「線画」 によって, 学習者は目標と
する体の動きのイ メ ージをつかむとともに, 体のどこの
部位の筋肉をどのよう に, どの程度, 収縮 ・ 緊張させれ
ばいいのかを意識して運動することができ, 「誤差検出
能力」 の高まりが促されると考える。 
m . 内的フイー ドバツクに基づく線画を用いた指
導法の作成
「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を用いた指導法
作成にあたり, 次のよう に考察を進めていく 。 まず, 
「内的フイー ドバツクがもたらす情報」 を活用する割合
の大きさの観点から対象とする運動課題を考察する。 次
に, 指導の観点, 視点を考察し, 指導法の枠組みを捉え
る。 そして, 最後に, 具体的指導内容について考察する。 
1 . 運動課題について
「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を用いた指導に
は, どのよう な運動課題が適しているのであろうか。 前
述した表1 に示すように, 先行研究では器械運動, 陸上
運動 , 水泳などのクローズ ドスキルを対象と したものが
多 く みられた。 これは, 球技のよう なオープンスキルに
比べ, 筋や関節からの情報, すなわち 「内的フイー ドバツ
クがもたらす情報」 に頼って運動を行う部分が多いから
と推察される。 そこで, 対象とする運動は, クローズド
スキルと した。 また, 工藤 (1980) が, 「視覚が他の感
覚に対し優位性をもつことが様々な条件下で明らかにさ
れてきている」 と述べているよう に, 人は体性感覚, 聴
覚などの感覚以上に視覚に頼って運動を遂行しよう とす






情報」 を活用しやすいと考えられる。 これらのことから, 
運動課題は, マット運動の 「倒立」 が適していると考え













る段階を経て, その誤差が小さく なっていき, やがて一 
致していく過程といえる。 したがって, 指導者は, 学習
者が 「内的フイー ドバツクがもたらす情報」 をどのよう
に感じ, どのよう にして運動遂行に活かしているのかを
把握することが求められ, それを基にした指導を行う こ
ととなる。 そこで, 指導法の観点として, まず, 指導者
が 「学習者の内部感覚の高まりを把握するための観点」
とそれを基にした 「指導の観点」 が必要と考えられる。 
そして, 次に, それぞれの観点の下位に位置づく視点の
設定が求められる。 具体的には, 「学習者の内部感覚の









感覚の高まり を把握するための視点」 と して, 「学習者
が描く内的フイー ドバツクに基づく線画」 「内部感覚と
して表出される運動表象」 「実際の映像」 が考えられた。 
また, 把握した学習者の内部感覚の高まりから, 指導者
は学習者が次の動きを生み出すための指導が求められる。 
そこで, 「指導の観点」 としての視点として, 「指導者の
示す線画と意識させる部位」 「声のかけ方」 「補助の仕方」
などが考えられた。
ところで, 運動技能の指導は, 通常, 習得をめざす運
動の各運動局面における身体部位の動きを身につけ, 最
後にそれらを一連の運動として融合させていく方法がと
られる。「倒立」 の場合, 技能指導は, 「着手局面におけ
る動き」 「倒立姿勢の保持局面における動き」 「振り上げ
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局面における動き」 を身につけ, 最後に, それぞれの局
面における動きを一連の動きと して融合させていく こと




る 「つま先の蹴りの強さ, 方向の把握」 に関わる動きを
別々に身につけた後, 「融合局面」 において, それぞれ
の局面で身につけた身体部位の動きを協応させ, 一連の






佐藤 (2009) は, 「自分がどのよう な感じで行ってい
たのか分析した経験がない者が, 他者に対して “動きの
感じ”, コツを教えることができるはずがない」 と述べ, 
指導者が学習者の感じている 「動きの感じ」 をつかむに
は, 指導者自身にもその運動における 「動きの感じ」 を
分析的に感じ取った経験が求められるとする。 すなわち, 




られる。 そこで, 著者ら自身が学習者となり, 倒立の技
能習得過程における運動表象及び技能の変化, また, そ
の都度感じる 「内的フイー ドバツクがもたらす情報」 を
記録し, いつ, どのような 「線画」 を描かせることが有
効なのかを検討することで具体的指導内容を考察するこ
とと した。
以上の手続きを経て作成したのが, 表 3 に示す 「倒立」
における 「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を用いた
指導法である。 着手局面では着手する角度と着手時の力
の入れ方, 視線の位置について線画を描かせる。 姿勢保
持局面では, 肩と腰の位置関係, 腹筋や背筋, 大臀筋等
の力の入れ方について線画を描かせる。 振り上げ局面で
は, 振り上げる力の量とその方向について線画を描か




指導と しては, 着手局面では, 着手および視線の位置, 
着手時のマットと腕のなす角度, 着手時の手のひらの力
感を, 姿勢保持局面では, 手首と肩峰の位置関係, 肩峰
と大転子の位置関係, 広背筋を締める力感などを, 振り
上げ局面では, 蹴り上げる方向, 強さなどを, 融合局面
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表 3 . 壁倒立から倒立への習得過程における 「内的フィ ードバックに基づく線画」 を用いた指導法
運動段階 各局面の動きを身につける段階 融合するの段階 
局面 着手の局面 倒立姿勢保持局面 振り上げ局面 融合局面 
誤差検出能力 
の変化 
不感性が高 く 誤差が小さ く → 誤差がほぼない 誤差が大きい な ってい く 基性大g <、 - 不感性が低< 誤差が小さ く な っ て いく - 誤差がほぼない 不感性が高< 誤差が大きい一小 さ い 誤差が大きい ・小さい 視 点 視線の位置をつかむ 着手の方法と位置をつかむ 逆位姿勢の感覚 をつかむ 手首と肩峰の位置 関係をつかむ感覚 背中 (広背筋 ) を締める感覚をつかむ 肩峰と大転子の 位置関係の感覚を つかむ 広背筋、 大醫筋を 絞める感覚 をつかむ つま先の蹴りの強さ 、 方向の感覚を つかむ それそ' れの動きの 一連の動きに まと める 
学習者の描く 内 
的フ イー ドバツ 
ク に基づ く 線画 





マ ッ ト を見ること 
ができ る, 手と 手 







ス ツと乗る感 じが 
わかる , 
指先が白 く なる< 
らい力を入れ, 







がわかる , かかる 
力が軽く 感じ られ 
る , 
腹に力を入れてへ 





猫背になるよ う な 
イ メ ージを持つ, 
肩甲骨の間 く゛らい 
に力を入れ, マ ッ




がわかる , かかる 







最大を 1 0 と考 
え, その う ちの6 
< らいの力で振り 
上げ , 真上に来た 
時に力が 0 になる 
< らいになるよ う 
調節できる, 
斜め前方向ではな 















視覚 ・ 筋感覚 補助を通した筋感覚 自らの 筋感覚 自らの 筋感覚 筋感覚 
あごを上げすぎ 







マ ッ ト と腕が90 ' 
になっていること 
を視覚的に意識さ 
















置をイ メ ージ さ 
せ , 映像と を見比 
べ . 誤差を確認さ 







の感 じ をつかま 
せ , 軽く 感じ る部 





腹 (腹直筋 ・ 外腹 
斜筋) をへこま 







比べ , 背筋 (広背 
筋 ) の中央を意識 
し て猫背になり, 
両脇にグッ と開 く 















最大を 1 0 と考 
















「タ ツ ・ キュウ ・ 
ピン」 のリズムに 
合わせる , 自分に 
合 う リズムに修正 







補助具 工パー マ ツ ト 倒れても痛 く ないと い う安心感 を与える 工パーマ ツ ト ※前後開脚倒立の場合は , 璧から 3 足長離れたと こ ろに着手させる 壁 工パーマ ツ ト 
















補助の部位 足首 足首 背中と腹 足首 ,・中と腹 (倒れそ う な場合) 月 腰 
足首 
(倒れそ う な場合) 
足首 
(倒れそ う な場合) 
補助の仕方 し つかり とつかむ し っかり と つかむ 
補助者が支えなが 
ら , ち よ う どよ い 
位置まで動かす, 
補助者は倒れないよ うに背中と腹を支えるのみとす 




習者コ ン ト ロール
する , 
支える 支える 


































近いと こ ろから. 
そつと手 をついて 
・ 斜めから入 らず. 
上から着手で きた ・ 
手首や肩にかかる 







りするよ うに コ ン








イ メージできる' ・ 足先がどの方向 
を向いているか意 
識で きる っ 
・ 肩にかかる感 じ 
が変わると こ ろが 
ある っ 
・ いつも よ り楽に 
感じ る場所がいい 
場所だよ 
・ 今の感 じで一直 
線にな っているよ 
・ も っと腹をへこ 
ませるイ メ ージを 
持 って 










る ' ・ 背中を広げて, 
あばらを独めるイ
メ ージをも って 
・ 床を し っかり押 
し てみよ う 
・ 体が反ら ないた 
めには、 背中のど 
こに力を入れれば 
いいと思 う つ 
・腹と背中を絞め 













こ ますよ う に力を 
入れてみて 
・ 璧にそ っと 足が 
つく よ うに蹴る力 
を調節して見て 
・ ち よ う どよい位 
置に振り上げるに 





・ 脚が天井に引 つ 
張り上げられるよ 






持つて く るイ メ ー
ジで振り上げて 
「タ ッ ・ キュー ・ 
ピン」 を基にし 
て, 「キュー」 を 
も っと短< して 
・ 「ピン」 を②の 
タイ ミ ングに して 

























段階から, 「内的フイー ドバツクによってもたら される
情報」 によって, 運動中の身体の像が描けるよう になる
ことで 「運動中の身体の動きの像」 と 「実際の身体の動
き」 との誤差を認識できるよう になる段階を経て, その
誤差を小さく し, 「運動中の身体の動きの像」 と 「実際
の身体の動き」 を一致させていく過程といえる。 すなわ
ち, 運動技能の習得, 習熟には, 運動中における 「内的
フイー ドバツクのもたらす情報によって描く身体の動き
の像」 と 「実際の身体の動き」 の誤差を認知する 「誤差
検出能力」 を高めることが重要と考えられる。 そこで, 
本稿は, 倒立運動を対象として, 「誤差検出能力」 を高
めることで, 倒立技能の習得, 習熟をめざす指導法を仮
説的に作成することを目的とした。 まず, 先行研究を整




て付加した 「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を考案




変化, また, その都度感じる 「内的フイー ドバツクがも
たらす情報」 を記録し, いつ, どのような 「線画」 を描
かせることが有効なのかを考察することで具体的指導内
容を検討した。
以上の手続きを経て, 「誤差検出能力」 の高まり を促
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